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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演奏者の身体に保持される保持具と円筒状の本体部及びその本体部の上面に配設される
パッドを有する電子打楽器との間に配置されると共に箱型に形成され、演奏者が前記パッ
ドを打撃することによって発生する信号の処理を行う電子回路を内部に収容する筐体を備
え、
　前記筐体は、前記筐体の保持具側における上部に設けられ前記保持具に連結される保持
具側取付部と、前記筐体の前記保持具側における下部に設けられ前記筐体及び電子打楽器
を前記保持具に支持させる当て部と、前記筐体の前記電子打楽器側において上部およびそ
の下方に設けられ前記電子打楽器に連結される楽器側取付部とを備えると共に、前記電子
打楽器の本体部より高さ方向で長尺に形成され、
　前記保持具側取付部および楽器側取付部を前記保持具および電子打楽器に連結すると共
に前記当て部を介して前記保持具に前記筐体及び電子打楽器を支持させることで、前記電
子打楽器が前記保持具に保持され、
　前記保持具側取付部及び当て部間の高さ方向の距離が前記楽器側取付部間の高さ方向の
距離より長いことを特徴とする電子打楽器用操作装置。
【請求項２】
　前記筐体は、複数の操作子が配設される操作パネルを備え、
　その操作パネルに配設される操作子は、前記パッドの打面より下方に位置していること
を特徴とする請求項１記載の電子打楽器用操作装置。
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【請求項３】
　前記電子回路が形成される基板を備え、
　前記筐体は、
　複数の操作子が配設される操作パネルと、
　その操作パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本体部とを備え、
　前記基板が前記パッドの打面と略直交する状態で前記本体部の前記収容空間内に固定さ
れていることを特徴とする請求項１又は２に記載の電子打楽器用操作装置。
【請求項４】
　前記筐体は、
　複数の操作子が配設される操作パネルと、
　その操作パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本体部と、
　その本体部の上部開口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の上
側補強部材とを備え、
　前記楽器側取付部と、前記保持具側取付部と、前記上側補強部材とが一枚の板から一体
に構成されることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の電子打楽器用操作装置
。
【請求項５】
　前記筐体は、
　複数の操作子が配設される操作パネルと、
　その操作パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本体部と、
　その本体部の上部開口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の上
側補強部材と、
　前記本体部の下部開口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の下
側補強部材とを備え、
　前記上側補強部材と前記下側補強部材とで前記本体部が挟持されることを特徴とする請
求項１から４のいずれかに記載の電子打楽器用操作装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子打楽器用操作装置に関し、特に、電子打楽器を保持具に固定することがで
きる電子打楽器用操作装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　マーチングなどでアコースティックな打楽器（スネアドラム、タムタム）を特許文献１
に開示されるような保持具に固定することによって、行進及びパフォーマンスを行いなが
ら打楽器を演奏することが行われている。このようなアコースティックな打楽器は、音色
を切り替えることができないので、打楽器を電子化することが有効である。このような電
子化された従来の電子打楽器１００を図８に図示する。図８は、電子打楽器１００及び筐
体２１０の斜視図である。
【０００３】
　図８に示すように、この電子化された電子打楽器１００は、メッシュ等の透過性の布で
形成されるヘッド２１３とそのヘッド２１３の周囲に配設されるリム２１４とを有し、電
子回路（図示せず）が内部に収容される筐体２１０が設けられている。
【特許文献１】特表平１１－５０２６４０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の電子打楽器１００は、スネアスタンド（図示せず）等で床面に固
定された状態で使用されるものであって、特許文献１に開示されるような保持具に固定す
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ることができないという問題点があった。
【０００５】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、電子打楽器を保持具に
固定することができる電子打楽器用操作装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、請求項１記載の電子打楽器用操作装置は、演奏者の身体に
保持される保持具と円筒状の本体部及びその本体部の上面に配設されるパッドを有する電
子打楽器との間に配置されると共に箱型に形成され、演奏者が前記パッドを打撃すること
によって発生する信号の処理を行う電子回路を内部に収容する筐体を備え、前記筐体は、
前記筐体の保持具側における上部に設けられ前記保持具に連結される保持具側取付部と、
前記筐体の前記保持具側における下部に設けられ前記筐体及び電子打楽器を保持具に支持
させる当て部と、前記筐体の前記電子打楽器側において上部およびその下方に設けられ前
記電子打楽器に連結される楽器側取付部とを備えると共に、前記電子打楽器の本体部より
高さ方向で長尺に形成され、前記保持具側取付部および楽器側取付部を前記保持具および
電子打楽器に連結すると共に前記当て部を介して前記保持具に前記筐体及び電子打楽器を
支持させることで、前記電子打楽器が前記保持具に保持され、前記保持具側取付部及び当
て部間の高さ方向の距離が前記楽器側取付部間の高さ方向の距離より長くなっている。
【０００７】
　請求項２記載の電子打楽器用操作装置は、請求項１記載の電子打楽器用操作装置におい
て、前記筐体は、複数の操作子が配設される操作パネルを備え、その操作パネルに配設さ
れる操作子は、前記パッドの打面より下方に位置している。
【０００８】
　請求項３記載の電子打楽器用操作装置は、請求項１又は２に記載の電子打楽器用操作装
置において、前記電子回路が形成される基板を備え、前記筐体は、複数の操作子が配設さ
れる操作パネルと、その操作パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本
体部とを備え、前記基板が前記パッドの打面と略直交する状態で前記本体部の前記収容空
間内に固定されている。
【０００９】
　請求項４記載の電子打楽器用操作装置は、請求項１から３のいずれかに記載の電子打楽
器用操作装置において、前記筐体は、複数の操作子が配設される操作パネルと、その操作
パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本体部と、その本体部の上部開
口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の上側補強部材とを備え、
前記楽器側取付部と、前記保持具側取付部と、前記上側補強部材とが一枚の板から一体に
構成される。
　請求項５記載の電子打楽器用操作装置は、請求項１から４のいずれかに記載の電子打楽
器用操作装置において、前記筐体は、複数の操作子が配設される操作パネルと、その操作
パネルが上部に配設されると共に内部に収容空間を有する本体部と、その本体部の上部開
口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の上側補強部材と、前記本
体部の下部開口を覆うと共に前記パッドの打面の延設方向に延設される板状の下側補強部
材とを備え、前記上側補強部材と前記下側補強部材とで前記本体部が挟持される。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載の電子打楽器用操作装置によれば、箱型に形成される筐体が、筐体は、筐
体の保持具側における上部に設けられ保持具に連結される保持具側取付部と、筐体の保持
具側における下部に設けられ筐体及び電子打楽器を保持具に支持させる当て部と、筐体の
電子打楽器側において上部および下部に設けられ電子打楽器に連結される楽器側取付部と
を備えるので、保持具側取付部および楽器側取付部を保持具および電子打楽器に連結する
共に当て部を介して保持具に筐体及び電子打楽器を支持させることで、電子打楽器を保持
具に保持できるという効果がある。よって、マーチング等で行進及びパフォーマンスを行
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いながら電子打楽器を演奏することができるという効果がある。
【００１１】
　また、筐体は箱型に形成されているので、剛性を確保することができるという効果があ
る。加えて、筐体が電子打楽器の本体部より高さ方向で長尺に形成され、保持具側取付部
及び当て部間の高さ方向の距離が楽器側取付部間の高さ方向の距離より長くなっているの
で、電子打楽器及び筐体を保持具に安定して固定することができるという効果がある。
【００１２】
　また、筐体は、演奏者の身体に保持される保持具とパッドを有する電子打楽器との間に
配置されている。よって、演奏状態において、筐体は、電子打楽器より演奏者の近くに配
置されている。
【００１３】
　よって、演奏者の手が簡単に届くところに操作子が配置されているので、操作子の操作
性を向上させることができるという効果がある。また、筺体がパッドの左右やパッドを挟
んで演奏者の対面にある場合に比べて、演奏中に演奏者が筐体を誤って打撃したりするこ
とを防止することができるという効果がある。
【００１４】
　ここで、電子打楽器のパッドは、演奏者の打撃し易い位置に配置される必要があるので
、電子打楽器は保持具から所定のスペースを空けて配置されている、即ち、演奏者に近す
ぎると演奏しづらい。よって、本発明のように、この保持具と電子打楽器との間のスペー
スに筐体を配置することで、電子打楽器を保持具に固定する場合に発生するデッドスペー
スの有効活用を図ることができるという効果がある。
【００１５】
　即ち、演奏者がパッドを打撃することによって発生する信号の処理を行う電子回路を内
部に収容する筐体は、演奏者の身体に保持される保持具とパッドを有する電子打楽器との
間に配置されるので、デッドスペースの有効活用を図ることができる。
【００１６】
　請求項２記載の電子打楽器用操作装置によれば、請求項１記載の電子打楽器用操作装置
の奏する効果に加え、筐体は、複数の操作子が配設される操作パネルを備え、その操作パ
ネルに配設される操作子は、パッドの打面より下方に位置しているので、操作子の上方（
操作パネルの上方）にスペースを確保することができる。よって、筐体を演奏者の近くに
配置した場合であっても、演奏中に演奏者の手が筐体に当たることを抑制することができ
るという効果がある。従って、筐体によって電子打楽器の演奏が阻害されたり、演奏中に
演奏者が筐体を誤って打撃したりすることを防止することができるという効果がある。
【００１７】
　請求項３記載の電子打楽器用操作装置によれば、請求項１又は２に記載の電子打楽器用
操作装置の奏する効果に加え、基板がパッドの打面と略直交する状態で本体部の収容空間
内に固定されているので、基板の損傷を防止することができるという効果がある。
【００１８】
　即ち、基板がパッドの打面と平行な状態で本体部の収容空間内に固定されている場合に
比べて、基板がパッドの打面と略直交する状態で本体部の収容空間内に固定される場合は
、パッドを打撃することによって発生する振動が伝播する方向と基板とが略直交するので
、かかる振動によって基板がたわみのモードになり難い。よって、パッドを打撃すること
によって発生する振動が基板に伝播し難いの、かかる振動から基板の損傷を防止すること
ができる。
【００１９】
　請求項４記載の電子打楽器用操作装置によれば、請求項１から３のいずれかに記載の電
子打楽器用操作装置の奏する効果に加え、パッドの打面の延設方向に延設される板状の上
側補強部材は本体部の上部開口を覆うと共に、楽器側取付部と、保持具側取付部と、上側
補強部材とが一枚の板から一体に構成されるので、基板の損傷を防止することができると
いう効果がある。
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【００２０】
　即ち、上側補強部材と、保持具に連結される保持具側取付部と、電子打楽器が連結され
る楽器側取付部とが一枚の板から一体に構成されるので、パッドを打撃することによって
入力された振動は、楽器側取付部、上側補強板、及び、保持具側取付部を介して保持具に
伝播される。よって、かかる振動を、基板が収容される本体部に伝播し難くして、本体部
の内部に収容される基板の損傷を防止することができる。
【００２１】
　請求項５記載の電子打楽器用操作装置によれば、請求項１から４のいずれかに記載の電
子打楽器用操作装置の奏する効果に加え、本体部は上側補強部材と下側補強部材とに挟持
されることにより剛性が向上されているので、パッドが強く打撃された場合の各部の変形
を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態について、添付図面を参照して説明する。図１及び
図２は、本発明の一実施の形態におけるマーチング用電子打楽器具１００の演奏時の状態
を示す図であり、図１は、マーチング用電子打楽器具１００の上面図であり、図２は、図
１の矢印ＩＩ方向から視たマーチング用電子打楽器具１００の側面図である。図２におい
て、移動時等にアタッチメント３０より上方に電子打楽器１０及び筐体４０を跳ね上げた
状態を二点鎖線で図示している。
【００２３】
　まず、図１及び図２を参照して、マーチング用電子打楽器具１００の全体構成について
説明する。図１及び図２に示すように、マーチング用電子打楽器具１００は、マーチング
などで使用される打楽器具であり、電子打楽器１０と、この電子打楽器１０を保持するた
めの保持具２０と、電子打楽器１０を保持具２０との間に介設される電子打楽器用操作装
置１とを有して構成されている。
【００２４】
　図１及び図２に示すように、電子打楽器１０は、スティック等を使用して演奏するいわ
ゆる「電子ドラム」と称される電子打楽器であり、打撃による振動を検出するリムセンサ
１０１及びヘッドセンサ１０２（図７参照）を電子打楽器１０の内部に備えている。楽音
装置（図示せず）は、そのセンサ１０１，１０２の検出信号に基づいて音源を制御して、
打撃に応じた楽音を生成するように構成されており、その生成された楽音は、アンプ１１
１（図７参照）を介して、スピーカ装置（図示せず）から放音される。
【００２５】
　図２に示すように、この電子打楽器１０は、円筒状の本体部１１と、本体部１１の上面
に配設されるパッド１２とを主に備え、演奏者Ｘから所定の距離Ｌ１を空けることによっ
て、後述するパッド１２が打撃し易い位置に配置されている。
【００２６】
　本体部１１は、電子打楽器１０の骨格をなす部材であり、例えば、樹脂材料により円筒
状に形成され、側面視コ字型の本体側ブラケット１２ａを有して構成されている。この本
体側ブラケット１２ａを後述する筐体４０に取り付けることにより、電子打楽器１０は筐
体４０に支持されている。
【００２７】
　図１に示すように、パッド１２は、メッシュ等の透過性の布で形成されると共に本体部
１１の上面に張設される円形のヘッド１３と、ヘッドの周囲を取り囲む環状のリム１４と
を有して構成され、ヘッド１３及びリム１４を打撃することにより、振動が発生し、リム
１４を打撃することによって発生する振動をリムセンサ１０１（図７参照）により検出し
、ヘッド１３を打撃することによって発生する振動をヘッドセンサ１０２（図７参照）に
より検出している。
【００２８】
　図２に示すように、保持具２０は、側面視逆Ｊ字型に湾曲したショルダー部とその延長
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線上にあるＪ字型のロッドからなる部材であって、保持具２０のＪ字型のロッドからなる
先端（図２左側の端部）側が後述するアタッチメント３０に取り付けられると共に、保持
具２０のショルダー部（図２右側の部分）側が演奏者Ｘの肩に掛けられることにより、こ
の保持具２０を用いて演奏者Ｘは、電子打楽器１０、アタッチメント３０及び筐体４０を
保持することができる。よって、演奏者Ｘは、マーチングにおいて、行進しながら、又は
パフォーマンスを行いながら、電子打楽器１０のパッド１２を打撃することができる。
【００２９】
　図１及び図２に示すように、電子打楽器用操作装置１は、筐体４０を有して構成されて
いる。その筐体４０は、保持具２０と電子打楽器１０との間に配置されると共に箱型に形
成され、演奏者がパッド１２を打撃することによって発生する信号の処理を行う電子回路
Ｋを内部に収容している。
【００３０】
　筐体４０は、後述する上側補強板４３の前側突出部４３ｂ（図６参照）を電子打楽器１
０に連結すると共に、後述する後側突出部４３ｃ（図６参照）と一体に構成される回動軸
部４１に連結されるアタッチメント３０を保持具２０に連結することで、電子打楽器１０
が保持具２０に固定されている。
【００３１】
　また、箱型に形成される筐体４０が、保持具２０に連結されるアタッチメント３０と、
電子打楽器１０に連結される上側補強板４３とを備えるので、アタッチメント３０及び上
側補強板４３を保持具２０及び電子打楽器１０に連結することができ、その結果、電子打
楽器１０を保持具２０に固定することができる。よって、マーチング等で行進及びパフォ
ーマンスを行いながら電子打楽器１０を演奏することができる。
【００３２】
　また、筐体４０は箱型に形成されているので、剛性を確保することができ、その結果、
電子打楽器１０及び筐体４０を保持具２０に安定して固定することができる。
【００３３】
　また、筐体４０は、演奏者Ｘの身体に保持される保持具２０とパッド１２を有する電子
打楽器１０との間に配置されている。よって、演奏状態において、筐体４０は、電子打楽
器１０より演奏者Ｘの近くに配置されている。よって、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇは
、演奏者Ｘの手が簡単に届くところに配置されるので、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇの
操作性を向上させることができる。
【００３４】
　ここで、電子打楽器１０のパッド１２は、演奏者Ｘの打撃し易い位置に配置される必要
があるので、電子打楽器１０は保持具２０から所定のスペースを空けて配置されている、
即ち、演奏者Ｘに近すぎると演奏しづらい。よって、この保持具２０と電子打楽器１０と
の間のスペースに筐体４０を配置することで、電子打楽器１０を保持具２０に固定する場
合に発生するデッドスペースの有効活用を図ることができる。
【００３５】
　即ち、演奏者Ｘがパッド１２を打撃することによって発生する信号の処理を行う電子回
路Ｋ（図７参照）を内部に収容する筐体４０は、演奏者Ｘの身体に保持される保持具２０
とパッド１２を有する電子打楽器１０との間に配置されるので、デッドスペースの有効活
用を図ることができる。
【００３６】
　また、操作パネル４２の上面に配設される複数のスイッチ４２ａ～４２ｇ（図５（ａ）
参照）は、パッド１２の打面の最も高い部分であるリム１４の上面より下方に位置してい
る。具体的には、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇは、上下方向（図２上下方向）でリム１
４の上面より本体部１１の底面（図２本体部１１の下側の面）に近づけて配置されている
。
【００３７】
　よって、複数のスイッチ４２ａ～４２の上方（操作パネル４２の上方）にスペースを確
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保することができる。よって、筐体４０を演奏者Ｘの近くに配置した場合であっても、演
奏中に演奏者Ｘの手が筐体４０に当たることを抑制することができるので、筐体４０によ
って電子打楽器１０の演奏が阻害されたり、演奏中に演奏者Ｘが筐体４０を誤って打撃し
たりすることを防止することができる。
【００３８】
　なお、本実施の形態では、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇがリム１４の下方に配設され
るヘッド１３より下方に位置している。具体的には、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇは、
上下方向（図２上下方向）で打面であるヘッド１３より本体部１１の底面（図２本体部１
１の下側の面）に近づけて配置されている。これにより、演奏中に演奏者Ｘの手が筐体４
０に当たることを抑制することができるので、筐体４０によって電子打楽器１０の演奏が
阻害されたり、演奏中に演奏者Ｘが筐体４０を誤って打撃したりすることを防止すること
ができる。
【００３９】
　演奏状態において、筐体４０は、電子打楽器１０より演奏者Ｘの近くに配置されている
。よって、演奏者Ｘの手が簡単に届くところに複数のスイッチ４２ａ～４２ｇ（図５（ａ
）参照）が配置されているので、複数のスイッチ４２ａ～４２ｇの操作性を向上させるこ
とができる。
【００４０】
　図２に示すように、筐体４０の上下方向の寸法は、電子打楽器１０及びアタッチメント
３０より長尺に設定されている。筐体４０の上部（図２における筐体４０の上側部分）に
後述する上側補強板４３（図６参照）が配設されていると共に、筐体４０の下部（図２に
おける筐体４０の下側部分）に後述する調整ねじ３２ａが当接している。
【００４１】
　さらに、筐体４０は、電子打楽器１０の後面（図２右側の面）に配設されている。また
、筐体４０は、アタッチメント３０の前面（図２左側の面）に配設され、後述する回動軸
部４１をアタッチメント３０に連結させている。よって、筐体４０及び電子打楽器１０は
、後述する回動軸４１ｂ（図３参照）を中心に、アタッチメント３０に対して上下方向（
図２上下方向）で回動可能に構成されている。この筐体４０の詳細構成については後に詳
述する。
【００４２】
　図２の二点鎖線で示すように、アタッチメント３０に対して筐体４０（電子打楽器１０
）を上方（図２上方）回動させることにより、筐体４０及び電子打楽器１０がアタッチメ
ント３０より上方（図２上方）に跳ね上げられる。
【００４３】
　よって、筐体４０及び電子打楽器１０を跳ね上げる前に比べて、筐体４０及び電子打楽
器１０を演奏者Ｘに近接させて配設することができ、筐体４０及び電子打楽器１０を跳ね
上げる前に比べて、マーチング用電子打楽器具１００の重心を演奏者Ｘ側（図２右側）に
近づけることができる。よって、演奏者Ｘの負担を軽減することができる。
【００４４】
　また、図２に示すように、跳ね上げ状態における演奏者から前方に突出するマーチング
用電子打楽器具１００の突出量Ｌ３を、演奏状態におけるマーチング用電子打楽器具１０
０の突出量Ｌ２に比べて小さく設定することができる。これにより、演奏者Ｘは、前方を
視認し易くなり、また、演奏者前方に空間が生まれることから、マーチング用電子打楽器
具１００を保持した状態でスムーズに移動を行うことができる。
【００４５】
　次に、図３及び図４を参照して、アタッチメント３０の詳細構造について説明する。図
３（ａ）は、アタッチメント３０の斜視図であり、図３（ｂ）は、図３（ａ）のＩＩＩｂ
－ＩＩＩｂ線におけるアタッチメント３０の断面図である。図４（ａ）は、図３（ａ）の
矢印ＩＶａ方向から見たアタッチメント３０の斜視図であり、図４（ｂ）は、図４（ａ）
のＩＶｂ部における固定レバー３３の拡大斜視図である。なお、図３（ａ）においては、
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筐体４０の回動軸部４１が二点鎖線で図示され、図３（ｂ）においては、筐体４０の回動
軸部４１及び保持具２０が図示されている。
【００４６】
　図３に示すように、アタッチメント３０は、筐体４０を保持具２０に取り付けるための
調節部材であり、保持具２０の先端（図２右側の端部）が連結されて演奏者の身体に保持
されている。これは、保持具２０の寸法が各種メーカにより様々であるので、このアタッ
チメント３０でこれらの差を吸収し、保持具２０に筐体４０を取付可能としている。
【００４７】
　また、アタッチメント３０は、保持具２０の先端（図２前側の端部）が取り付けられる
一対の保持部３１と、一対の保持部３１を連結する板材である板状部３２と、保持部３１
に収容される固定レバー３３とを有して構成されている。
【００４８】
　一対の保持部３１及び固定レバー３３は左右同様に形成されているので、図３（ａ）及
び図３（ｂ）の左側の保持部３１及び固定レバー３３について説明し、右側の保持部３１
及び固定レバー３３については説明を省略する。
【００４９】
　図３（ｂ）に示すように、保持部３１は、上下方向（図３上下方向）に貫通する角柱状
の部材で形成されている。この保持部３１は、保持具２０の先端（図２左側の端部）が挿
入される孔である挿入孔３１ａと、図４（ａ）に示すように、回動軸４１ｂを支持する溝
であって保持部３１の内側壁部３１－１をＵ字型に切り欠いた保持部側軸溝部３１ｂと、
保持部側軸溝部３１ｂの外側（図３（ａ）上側）に配設される凹みであって固定レバー３
３が収容される収容凹部３１ｃとを有して構成されている。
【００５０】
　図３（ｂ）に示すように、挿入孔３１ａには、上部にスプリングＳが収容され、この挿
入孔３１ａの下部に保持具２０が収容されている。よって、スプリングＳの下側部分（図
３（ｂ）下側部分）とボルト３２ｂとが当接している。従って、スプリングＳにより、後
述する固定レバー３３が上側（図３（ｂ）上側）に付勢された状態で、収容凹部３１ｃに
収容されている。挿入孔３１ａに収納された保持具２０は、ボルト３２ｂに当接する位置
まで挿入され、保持具固定用ねじ３２ｃ（図３（ａ）参照）により固定される。
【００５１】
　図３（ａ）に示すように、保持部側軸溝部３１ｂは、収容凹部３１ｃと比べて、後述す
る回動軸４１ｂの軸心Ｏ１と直交する方向（図３（ａ）紙面手前から奥方向）で短く設定
されている。よって、外側（図３（ａ）左上側）から固定レバー３３を収容凹部３１ｃに
挿入すると、内側壁部３１－１の保持部側軸溝部３１ｂに沿った部分が、固定レバー３３
と干渉する。これにより、固定レバー３３が保持部側軸溝部３１ｂ側（図３（ａ）右下側
）に抜けることを防止している。
【００５２】
　収容凹部３１ｃは、回動軸部４１の軸心Ｏ１と直交する方向（図３（ａ）紙面手前から
奥方向）の断面で外形が円弧状に形成され、固定レバー３３の外周面の半分以上を取り囲
んでいる。これにより、収容凹部３１ｃから固定レバー３３が回動軸４１ｂの軸心Ｏ１と
直交する方向の上側（図３（ａ）上側）に抜けることを防止している。
【００５３】
　図４（ａ）に示すように、板状部３２は、一対の保持部３１の裏面にボルト３２ｂで固
定されることにより、一対の保持部３１と一体的に構成されている。また、板状部３２の
下部には、板状部３２を貫通する調整ボルト３２ａが螺合されている。この調整ボルト３
２ａの軸部分の軸心方向（図３（ａ）左右方向）における長さが調整可能に構成されてお
り、調整ボルト３２ａのつまみ部分を回して板状部３２からの軸部分の突出量を調整する
ことによって、パッド１２の打面の角度（地面に対する角度＝演奏者（保持具２０）に対
する角度）を調整することができる。
【００５４】
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　この調整ボルト３２ａの軸部分の端部（調整ボルト３２ａの左側の端部）は、後述する
筐体４０の当て部４９ａ（図６参照）に突き当てられている。よって、回動軸部４１を介
してアタッチメント３０が筐体４０に連結される他、この調整ボルト３２ａを介して、ア
タッチメント３０が筐体４０に当接されている。従って、保持具２０と筐体４０と連結部
分は回動軸４１の左右２箇所と調整ボルト３２ａが当接する１箇所の計３箇所設けること
ができるので、演奏中、筐体４０及び電子打楽器１０（図１参照）を保持具２０に安定し
て保持することができる。
【００５５】
　図３（ａ）及び図４（ａ）に示すように、固定レバー３３は、後述する回動軸部４１の
軸受部４１ｃを軸支する軸受け部材であって、樹脂により形成されている。この固定レバ
ー３３を保持部３１に対して回動させることにより、アタッチメント３０及び筐体４０の
連結を維持するロック状態と、アタッチメント３０及び筐体４０の連結を解除するロック
解除状態とが切り替え可能に構成されている。
【００５６】
　よって、固定レバー３３のロック解除状態において、後述する回動軸部４１が保持部３
１の収容凹部３１ｃに挿入可能となり、ロック状態において、後述する回動軸部４１は収
容凹部３１ｃから取り外し不可能となっている。
【００５７】
　また、図４（ｂ）に示すように、固定レバー３３は、円柱状の本体部分であって後述す
る回動軸部４１の回動軸４１ｂ（図３参照）より大きい外径を有する本体部３３ａと、本
体部３３ａの外端部（図４（ｂ）右側の端部）から本体部３３ａの軸心Ｏ２方向で外側（
図４（ｂ）右側）に連設される円柱状の部分であって本体部３３ａの外径より大きい外径
を有するつば部３３ｃと、つば部３３ｃの外端（図４（ｂ）右側の端部）から本体部３３
ａの軸心Ｏ２方向で外側（図４（ｂ）右側）に楕円形状で突設される部分であるつまみ部
３３ｄと、本体部３３ａの内端（図４（ｂ）左側の端部）から本体部３３ａの軸心Ｏ２方
向で内側（図４（ｂ）左側）に円弧状で突設される部分である押さえ部３３ｅとを有して
構成されている。
【００５８】
　図４（ｂ）に示すように、本体部３３ａは、本体部３３ａの外周面に形成される凹みで
あるスプリング収容溝３３ｆと、スプリング収容溝３３ｆより外側に配設される溝である
位置決め溝３３ｇと、位置決め溝３３ｇと反対側（図４（ｂ）下側）の本体部３３ａの外
周面に本体部３３ａの軸心と直交する断面で半円状に穿設される溝であるラベル溝３３ｂ
とを有して構成されている。
【００５９】
　図３（ａ）に示すように、スプリング収容溝３３ｆは、本体部３３ａの軸心Ｏ２方向（
図４（ｂ）左右方向）に所定の長さで延設されると共に１８０度の間隔を空けて２つ配設
されている。図３（ａ）上側の固定レバー３３の外周面のスプリング収容溝３３ｆは、ロ
ック時にスプリングＳが係合する溝であって、図３（ｂ）下側の固定レバー３３の外周面
のスプリング収容溝３３ｆは、ロック解除時にスプリングＳが係合する溝である。
【００６０】
　図４（ａ）に示すように、位置決め溝３３ｇには、本体部３３ａの外周面に本体部３３
ａの軸心と直交する断面で半円状に穿設され、保持部３１の裏面に螺合されるレバー取付
ねじ３３ｉが係合する。この係合により、固定レバー３３は、保持部３１に対して略１８
０度回転可能な状態で保持部３１の収容凹部３１ｃに収容される。また、ラベル溝３３ｂ
にはロック状態であることを示すラベルが貼られる。
【００６１】
　図４（ｂ）に示すように、押さえ部３３ｅは、内周側に後述する回動軸部４１の軸受部
４１ｃが収容される軸受凹部３３ｈを備えている。後述する軸受部４１ｃ及び押さえ部３
３ｅは樹脂により形成されている。よって、軸受部４１ｃ及び押さえ部３３ｅが金属で形
成されている場合に比べて、軸受部４１ｃに対して押さえ部３３ｅを回動させても軸受部
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４１ｃ及び押さえ部３３ｅの間で接触音が発生し難くなっている。
【００６２】
　ここで、図３（ａ）を参照して、固定レバー３３のロック操作について説明する。なお
、解除操作はロック操作の逆を行えば足りるので説明を省略する。固定レバー３３をロッ
クする場合は、次の手順で行う。まず、つば部３３ｃから下側に突出した状態で配設され
るつまみ部３３ｄ（図３（ａ）右側で示す状態のつまみ部３３ｄ）を把持して筐体４０（
図５（ａ）参照）を経由するように固定レバー３３を上側（図３（ａ）上側）に回動させ
る。
【００６３】
　これにより、押さえ部３３ｅの軸受凹部３３ｈ（図４（ａ）参照）が上向き（図３（ａ
）上向き）に開口するように設定される。そして、保持部側軸溝部３１ｂ及び押さえ部３
３ｅの軸受凹部３３ｈ（図４（ａ）参照）に軸受部４１ｃを挿入すると、後述する軸受部
４１ｃの下側外周面が押さえ部３３ｅで取り囲まれると共に保持部側軸溝部３１ｂによっ
て後述する回動軸部４１の軸受部４１ｃが軸支される。
【００６４】
　その後、つば部３３ｃから上側に突出した状態で配設されるつまみ部３３ｄ（図３（ａ
）左側で示す状態のつまみ部３３ｄ）を把持して筐体４０（図５（ａ）参照）を経由する
ように固定レバー３３を下側（図３（ａ）下側）に回動させる。これにより、軸受凹部３
３ｈ（図４（ａ）参照）が下向き（図３（ａ）下向き）に開口するように設定され、後述
する軸受部４１ｃの上側外周面が押さえ部３３ｅで取り囲まれる。よって、この押さえ部
３３ｅに阻害されて後述する回動軸４１ｂが保持部側軸溝部３１ｂから抜けない状態とな
ると共に、スプリングＳが一方のスプリング収容溝３３ｆに係合する（図３（ｂ）参照）
。
【００６５】
　この場合、図３（ｂ）に示すように、スプリングＳの付勢力により、固定レバー３３の
本体部３３ａ（図４（ｂ）参照）は、スプリングＳによって下側から付勢された状態で収
容凹部３１ｃに収容されるので、固定レバー３３の回動操作にクリック感（節度感）が付
与されると共に、固定レバー３３のロック状態が維持されている。
【００６６】
　即ち、図３（ａ）及び図３（ｂ）に示すように、固定レバー３３を回動させると、スプ
リングＳは本体部３３ａ（図４（ｂ）参照）の外周面を上方（図３（ｂ）上方）に押圧し
ながら摺動する。そして、スプリングＳが他方のスプリング収容溝３３ｆ（図４（ｂ）参
照）に達すると、スプリングＳが上方に延伸してスプリング収容溝３３ｆ（図４（ｂ）参
照）に係合する。
【００６７】
　このスプリングＳがスプリング収容溝３３ｆ（図４（ｂ）参照）に係合する際にクリッ
ク音（カチッという音）が生じ、このクリック音（カチッという音）によって固定レバー
３３の回動操作にクリック感（節度感）が付与される。
【００６８】
　よって、演奏者Ｘは、固定レバー３３のロック及び解除操作を明確に認識することがで
き、固定レバー３３の操作性を向上させることができる。
【００６９】
　また、スプリングＳがスプリング収容溝３３ｆに係合すると、固定レバー３３が回動す
るためには、スプリングＳがスプリング収容溝３３ｆ（図４（ｂ）参照）を乗り越えるた
めにある程度の外力が必要となる。よって、固定レバー３３のロック状態を維持すること
ができる
　次に、図５及び図６を参照して、筐体４０の詳細構造について説明する。図５（ａ）は
、筐体４０の斜視図であり、図５（ｂ）は、図５（ａ）の矢印Ｖｂ方向から視た回動軸部
４１の側面図であり、図５（ｃ）は、図５（ａ）の矢印Ｖｃ方向から視た筐体４０の側面
図である。図６は、図５（ａ）のＶＩ－ＶＩ線における筐体４０の断面図である。図６に
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おいて、筐体４０に対する電子打楽器１０及びアタッチメント３０への取付状態を示すた
めに、電子打楽器１０、保持具２０及びアタッチメント３０の一部が図示されている。図
５（ａ）において、本体側ブラケット１２ａが図示されている。図５（ｂ）において回動
軸４１ｂが破線で図示されている。
【００７０】
　図５（ａ）に示すように、操作パネル４２は、４つのメモリーボタン４２ａと、ライブ
モードまたは設定モードへ切り換えるインストボタン４２ｂと、電源をＯＮ／ＯＦＦする
電源ボタン４２ｃと、メトロノームモードの各種パラメータ（ビート、テンポなど）を編
集するモードに切り換えるビートボタン４２ｄと、パラメータ等を設定するセレクトノブ
４２ｅと、メトロノームのＯＮ／ＯＦＦを行うメトロノームボタン４２ｆと、コーチモー
ドへと切り替えるコーチボタン４２ｇと、液晶画面４２ｎとを有して構成されている。
【００７１】
　図６に示すように、本体部４０ａは、アルミの押出形材によって筒状に構成され、内部
に基板４７（図６参照）及び電池（図示せず）が収容され、その電池は本体部４０ａの内
側面に設けられる電池収容部４８に保持されている。また、図５（ａ）に示すように、本
体部４０ａの電子打楽器１０側（図６左側）の側面に、電子打楽器１０（図６参照）の本
体側ブラケット１２ａに連結される取付片４５が取り付けられている。取付片４５の上面
に本体側ブラケット１２ａの下面が接触した状態で、本体側ブラケット１２ａが取付片４
５にボルトによって取り付けられている。
【００７２】
　図６に示すように、基板４７は、パッド１２の打面と略直交する方向（図６上下方向）
で複数のボルト４７ａによって筐体４０の内側面に固定され、その基板４７に電子回路Ｋ
（図７参照）が形成されている。
【００７３】
　よって、基板４７がリム１４（ヘッド１３）の打面と平行な状態で本体部４０ａの収容
空間Ａ内に固定されている場合に比べて、基板４７がリム１４（ヘッド１３）の打面と略
直交する状態で本体部４０ａの収容空間Ａ内に固定される場合は、パッド１２を打撃する
ことによって発生する振動が伝播する方向と基板４７とが略直交するので、かかる振動に
よって基板４７がたわみ難い。よって、パッド１２を打撃することによって発生する振動
が基板４７に伝播し難いので、かかる振動から基板４７の損傷を防止することができる。
【００７４】
　また、図６に示すように、底部材４９は、本体部４０ａの下部に嵌合され、アタッチメ
ント３０側（図５（ｂ）左側）の側部から上側（図６上側）突出する当て部４９ａ（図５
（ｃ）参照）を有して構成されている。
【００７５】
　図６に示すように、上側補強板４３及び下側補強板４４に軸心方向（図６上下方向）で
ボルト４０ｂを螺合することにより、本体部４０ａが上側補強板４３及び下側補強板４４
により上下方向（図６上下方向）で挟持されている。
【００７６】
　図６に示すように、上側補強板４３は、金属の鋼板（例えば亜鉛めっき鋼板）で形成さ
れる剛性部材であって、矩形状に形成されて本体部４０ａを閉塞する平板部４３ａと、平
板部４３ａから前方に突出する前側突出部４３ｂと、平板部４３ａから後方に突出する後
側突出部４３ｃとを有して構成され、平板部４３ａと前側突出部４３ｂと後側突出部４３
ｃとが一枚の板で構成されている。
【００７７】
　即ち、平板部４３ａと、保持具２０に連結される後側突出部４３ｃと、電子打楽器１０
が連結される前側突出部４３ｂとが一枚の板から一体に構成されるので、パッド１２を打
撃することによって入力された振動は、前側突出部４３ｂ、平板部４３ａ、及び、後側突
出部４３ｃを介して保持具２０に伝播される。よって、かかる振動を、基板４７が収容さ
れる本体部４０ａに伝播し難くして、本体部４０ａの内部に収容される基板４７の損傷を
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防止することができる。
【００７８】
　また、本体部４０ａは上側補強板４３と下側補強板４４とに挟持されることにより剛性
が向上されているので、本体部４０ａの内部に収容される基板４７にかかる振動が伝播す
ることを抑制して、基板４７の損傷を防止することができる。
【００７９】
　前側突出部４３ｂの上面には、電子打楽器１０の本体側ブラケット１２ａが取り付けら
れ、平板部４３ａには、矩形状の開口が穿設され、後側突出部４３ｃには、回動軸部４１
が設けられている。
【００８０】
　図５（ｂ）に示すように、回動軸部４１は、上側補強板４３の後側突出部４３ｃの上面
から上方に立設される一対の支持片４１ａと、支持片４１ａに嵌合される回動軸４１ｂと
、回動軸４１ｂの両端に嵌合される軸受部４１ｃと、支持片４１ａの外縁に沿って延設さ
れることにより回動軸４１ｂを取り囲む周囲部４１ｄとを有して構成されている。なお、
支持片４１ａは、後側突出部４３ｃと一枚の板から一体に構成されている。
【００８１】
　図５（ｂ）に示すように、一対の支持片４１ａは、回動軸４１ｂの軸心Ｏ１方向（図５
（ｂ）左右方向）に貫通する孔が穿設され、この孔に回動軸４１ｂが嵌合されることによ
り、一対の支持片４１ａ、即ち上側補強板４３に回動軸４１ｂが支持されている。
【００８２】
　図５（ｂ）に示すように、回動軸４１ｂの両端は、支持片４１ａより外側に突出してお
り、この突出した回動軸４１ｂの両端部分が軸受部４１ｃに嵌合されている。この軸受部
４１ｃは、回動軸４１ｂの軸心を含む断面で略帽子状に形成され、保持部３１の保持部側
軸溝部３１ｂに軸支されると共に固定レバー３３の押さえ部３３ｅに収容されている（図
３参照）。
【００８３】
　図５（ａ）に示すように、周囲部４１ｄは、操作パネル４２と一体に形成され、操作パ
ネル４２を筐体４０の本体部４０ａに取り付けることによって、回動軸４１ｂの周囲に配
設される。よって、回動軸４１ｂが外部から認識不可能に構成されている。
【００８４】
　図５（ａ）に示すように、操作パネル４２は、４つのメモリーボタン４２ａと、ライブ
モードまたは設定モードへ切り換えるインストボタン４２ｂと、電源をＯＮ／ＯＦＦする
電源ボタン４２ｃと、メトロノームモードの各種パラメータ（ビート、テンポなど）を編
集するモードに切り換えるビートボタン４２ｄと、パラメータ等を設定するセレクトノブ
４２ｅと、メトロノームのＯＮ／ＯＦＦを行うメトロノームボタン４２ｆと、コーチモー
ドへと切り替えるコーチボタン４２ｇと、液晶画面４２ｎとを有して構成されている。
【００８５】
　メモリーボタン４２ａは、いわゆるパッチを選択するボタンであって、各メモリーボタ
ン４２ａに対応して音色の種類や効果などのパラメータが予め設定されて記憶される。こ
のパッチの設定を行う操作は、インストボタン４２ｂにより設定モードに設定することに
より行われ、ライブモードに設定することにより演奏中にパッチを選択することができる
。
【００８６】
　インストボタン４２ｂが３秒未満押された場合は、設定モードに設定され、音色やパラ
メータをセレクトノブ４２ｅにより設定されてパッチが設定される。インストボタン４２
ｂが３秒以上押された場合は、ライブモードへと切り替えられる。このライブモードでは
メモリーボタン４２ａおよび電源ボタン４２ｃ以外は動作しないように設定されている。
これにより演奏中にメトロノームが鳴ったり、他のモードへ切り替わったりすることを防
止している。
【００８７】



(13) JP 5210683 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

　ビートボタン４２ｄは、押されたままの状態が数秒（３～５秒）続くとシステムエディ
ットモードへと切り替えられる。システムエディットモードでは各種パラメータ（パッド
の感度、トリガ検出のための閾値など）を編集できるように設定されている。これら各種
パラメータはセレクトノブ４２ｅにより設定される。
【００８８】
　コーチボタン４２ｇによって、コーチモードに切り替えられると、液晶画面４２ｎに打
撃力、メトロノームに合わせた打撃タイミングなどが表示され、このコーチモードによっ
て、演奏者は打撃練習を行うことができる。
【００８９】
　図５（ａ）に示すように、本体部４０ａは、左側（図５（ａ）手前側）の側面に、パッ
ドからの打撃信号が入力されるジャックであるトリガイン４０ｈと、外部の電源アダプタ
を経由して直流の電源電圧が入力されるジャックＤＣイン４０ｉとを備え、図５（ｃ）に
示すように、本体部４０ａは、右側（図５（ｃ）手前側）の側面に、ヘッドホンに出力さ
れる楽音の音量を調整するヘッドホンボリューム４０ｊと、ヘッドホンを接続するジャッ
クであるヘッドホンジャック４０ｋと、外部からの楽音（例えば楽曲など）を入力するジ
ャックであるミックスインジャック４０ｌと、発生する楽音を出力するジャックであるア
ウトプットジャック４０ｍとを備えている。
【００９０】
　アウトプットジャック４０ｍには、アンプを内蔵するスピーカ装置（図示せず）などに
接続する接続コード（図示せず）が接続される。
【００９１】
　図７は、電子打楽器１０の電気的構成を概略的に示したブロック図である。図７に示す
ように、電子打楽器１０は、リブセンサ１０１と、ヘッドセンサ１０２ とを備えている
。筐体４０は、入力端子（図示せず）と、第１波形成型回路１０４と、第２波形成型回路
１０５と、Ａ／Ｄ変換器１０６と、ＣＰＵ１０７と、ＲＯＭ１０８と、ＲＡＭ１０９と、
音源１１０と、アンプ１１１と、ヘッドホンジャック４０ｋと、アウトプットジャック４
０ｍとを主に備えている。
【００９２】
　Ａ／Ｄ変換器１０６と、ＣＰＵ１０７と、ＲＯＭ１０８と、ＲＡＭ１０９と、音源１１
０とは、バス１２０により相互に接続されている。ＣＰＵ１０７は、ＲＯＭ１０８に記憶
された各種制御プログラムを実行するプロセッサである。ＲＯＭ１０８は、各種制御プロ
グラムや固定値などを記憶する書き換え不能なメモリである。ＲＡＭ１０９は、ＣＰＵ１
０７が各種制御プログラムを実行する際、変数などを一時記憶するワークエリア等を有す
るランダムにアクセスできるメモリである。また、ＲＡＭ１０９には、パッチを記憶する
パッチメモリが設けられ、設定モードにおいて各メモリーボタン４２ａに対応して記憶さ
れた音色等のパッチが記憶される。なお、ＲＡＭ１０９は、電池によって電源が供給され
、電源ボタン４２ｃにより電源がオフされた場合でも記憶内容は保持される。
【００９３】
　各センサ１０１，１０２により検出された電気信号は、接続ケーブルにより入力ジャッ
ク４０ｋにより第１波形形成回路１０４と第２波形形成回路１０５にそれぞれ入力される
。これらの電気信号は、各波形成型回路により整流されて包絡線が抽出され、その包絡線
が所定のサンプリング周波数でサンプリングされてＡ／Ｄ変換器１０６に出力される。
【００９４】
　サンプリングされた信号は、それぞれＡ／Ｄ変換器１０６により量子化されデジタル信
号に変換されＣＰＵ１０７に出力される。ＣＰＵ１０７は、Ａ／Ｄ変換器１０６により変
換されたデジタル信号を入力し、そのデジタル信号から打撃が行われたか否かを半断する
と共に、ベロシティ情報や打撃位置情報を形成し、楽音の発生を指示するノートオン情報
を音源１１０に出力する。
【００９５】
　音源１１０は、入力されるノートオン情報に応じて打楽器音などを発生するもので、各
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打楽器などの楽音波形をメモリに記憶し、その記憶された波形を読み出して、周波数特性
や振幅などを制御して楽音を発生する。
【００９６】
　音源１１０から出力された楽音信号は、アンプ１１１により増幅され、ヘッドホンジャ
ック４０ｋおよびアウトプットジャック４０ｍから出力される。
【００９７】
　以上、実施例に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施例に何ら限定される
ものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であることは容
易に推察できるものである。
【００９８】
　例えば、本実施の形態である電子打楽器用操作装置１において、回動軸部４１の回動軸
４１ｂを筐体４０側に設け、回動軸部４１の回動軸４１ｂ（軸受部４１ｃ）を軸支する保
持部側軸溝部３１ｂをアタッチメント３０に設けたが、逆に筐体４０に溝を設け、アタッ
チメント３０に回動軸４１ｂを設けてもよい。
【００９９】
　また、本実施の形態において、アタッチメント３０を筐体４０と別体に設けたが、これ
らを一体に設けてもよい。一体に設けた場合は、筐体４０をアタッチメント３０に取り付
けるだけでよく、筐体４０を保持具２０に取り付ける手間が省けるので、短時間で電子打
楽器１０を保持具２０に保持させることができる。
【０１００】
　また、筐体４０は、アタッチメント３０を介して、保持具２０に支持されているが、ア
タッチメント３０を介さず、筐体４０を保持具２０に直接取り付けてもよい。
【０１０１】
　さらに、本実施例の電子打楽器用操作装置（筺体）はパッドからの打撃信号から楽音を
発生させるものであったが、パッドからの打撃信号を電波等により離れた場所にある電子
打楽器用の音源装置に送信するトランスミッターのような機能を持つものでも良い。また
、送信する信号を打撃信号に変えて楽音信号やＭＩＤＩのような楽音制御デジタル信号で
もよい。更には、パッド内部に楽音発生回路等を備え、パッドからの楽音信号に対し音色
／音場変化を与えるエフェクタでも良い。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本発明の一実施の形態におけるマーチング用電子打楽器具の上面図である。
【図２】図１の矢印ＩＩ方向から視たマーチング用電子打楽器具の側面図である。
【図３】（ａ）は、アタッチメントの斜視図であり、（ｂ）は、図３（ａ）のＩＩＩｂ－
ＩＩＩｂ線におけるアタッチメントの断面図である。
【図４】（ａ）は、図３（ａ）の矢印ＩＶａ方向から見たアタッチメントの斜視図であり
、（ｂ）は、図４（ａ）のＩＶｂ部における固定レバーの拡大斜視図である。
【図５】（ａ）は、筐体の斜視図であり、（ｂ）は、図５（ａ）の矢印Ｖｂ方向から視た
回動軸部の側面図であり、（ｃ）は、図５（ａ）の矢印Ｖｃ方向から視た筐体の側面図で
ある。
【図６】図５（ａ）のＶＩ－ＶＩ線における筐体の断面図である。
【図７】電子打楽器の電気的構成を概略的に示したブロック図である。
【図８】従来の電子打楽器及び筐体の斜視図である。
【符号の説明】
【０１０３】
１　　　電子打楽器用操作装置
１０　　電子打楽器
１２　　パッド
２０　　保持具
４０　　筐体
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４０ａ　本体部
４２　　操作パネル
４２ａ　メモリーボタン（操作子）
４２ｂ　インストボタン（操作子）
４２ｃ　電源ボタン（操作子）
４２ｄ　ビートボタン（操作子）
４２ｅ　セレクトノブ
４２ｆ　メトロノームボタン（操作子）
４２ｇ　コーチボタン（操作子）
４３　　上側補強板（上側補強部材）
４３ｂ　前側突出部（楽器側取付部）
４３ｃ　後側突出部（保持具側取付部）
４７　　基板
４４　　下側補強板（下側補強部材）
４５　　取付片（楽器側取付部）
４９ａ　当て部
Ｋ　　　電子回路
Ａ　　　収容空間
 

【図１】 【図２】
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